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C2-㍍ J(A-スLI)(A弓 I)F-0, a,ノ -1,2or3, 乙≠ji
で定義する｡Cパま代数方程式で表わせる｡
このとき,上述のS2,sl,sOはそれぞれC2,cl,cOの一部分で近似できることがわかった｡
C2をx- a(y,I),clをx-u(I),y-W(I)として,図1にC2: I- 紘(Y(i),Z(i)),Cl:




京大 ･数理研 森 田 善 久
§1) n種の生物が,ランダムな移動をしながら相互作用を及ぼし合 う現象を表現するモデル
として,次のような拡散方程式のシステムを取 り上げよう｡




















A)か ≡0のとき,(1)は常微分方程式系になるが,パラメータ〟が0を通 り過 ぎるとき,周期




















































k(i)-K(e- αtl ~Pt), K-叢 と与えれば,
適当な変換によって(3)は(1)の型の方程式に帰着される｡この時,拡散係数を決める行列Dは
D-(喜O.O)で与えられる｡すなわち(3)は一つの拡散係数が,かかっているだけだが,シス
テムに直すと,一つだけを除いて残 りを0と置いた場合と見なせるのであるOこの方程式につ
いても,定理で述べたような不安定化が起こるが(文献[4]), §2の終わりで述べた注意とな
んら矛盾はしていない ｡
こうして,(3)を通 して方程式(1)と(2)の関連について,およその直観が得 られるであろう｡
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